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がががんんんばばばっっったたた陸陸陸上上上交交交歓歓歓会会会   ９月１６日 於 町営グランド   

夏夏夏休休休みみみ後後後半半半かかかららら本本本格格格的的的ににに練練練習習習ににに取取取りりり組組組みみみ、、、５５５・・・６６６年年年ののの児児児童童童ががが交交交歓歓歓会会会ににに臨臨臨みみみままましししたたた。。。リリリレレレーーー

ややや２２２種種種目目目まままででで出出出場場場ででできききるるる個個個人人人種種種目目目ででで、、、練練練習習習ののの成成成果果果ををを精精精一一一杯杯杯発発発揮揮揮しししままましししたたた。。。多多多くくくののの児児児童童童ががが自自自己己己

ベベベススストトトををを出出出すすすここことととがががでででききき、、、念念念願願願ののの入入入賞賞賞ををを果果果たたたしししたたた児児児童童童ももも出出出ままましししたたた。。。がががんんんばばばっっっててていいいるるる友友友だだだちちちををを

心心心かかかららら応応応援援援すすするるる姿姿姿、、、がががんんんばばばっっったたたここことととををを互互互いいいににに讃讃讃えええ合合合ううう姿姿姿がががみみみららられれれたたたこここととともももうううれれれしししくくく思思思いいいままますすす。。。   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

     走る！        跳ぶ！        投げる！      たたえ合う！   

 

 

 

 

入賞の記録                   ※ 敬称略 個人種目の記録は１位のみ掲載しました。 

〈リレー〉                          

 ６年女子４×100ｍ  第５位（1分 10秒 2）根本 みな・白岩 愛萌・三本木舞奈・大橋 優菜  

 ６年男子４×100ｍ  第４位（1分 04秒 0）太田 歩夢・過足 一輝・宗像 洸樹・鈴木 陸士  

〈個人種目〉  

 ６年女子 ソフトボール投げ第１位 白岩 愛萌 40.09ｍ 

      ８０ｍハードル 第６位 大橋 優菜       走り幅跳び 第４位 根本 みな 

６年男子 ８０ｍハードル 第１位 鈴木 陸士 14秒 2    同     第４位 過足 一輝 

      走り高跳び   第１位 宗像 洸樹 124ｃｍ    同     第２位 八木沼奏登  

      １００ｍ走   第８位 鈴木 陸士       走り幅跳び 第６位 太田 歩夢 

 ５年女子 ８００ｍ走   第２位 栁沼 空花     

 ５年男子 走り幅跳び   第１位 橋本  隼 324ｃｍ   １００ｍ走 第４位 橋本  隼 

 

校内水泳記録会        低学年 ９月１日（木）            中学年 ９月５日（月） 

ご多用の中、応援をありが 

とうございました。それぞれ 

の学年に応じた泳力を身に付 

けてしめくくることができま 

した。 

 夏季休業中の指導のご支援 

にも重ねて御礼申し上げます。 

                     三春町立中郷小学校だより 

                           № ９   

                        Ｈ２８．９．２３ 

輝くこころ 輝くひとみ 輝くからだ    発行責任者 校長 橋本一弥 



田村地区児童理科作品展に出品         ※敬称略      

 特 選（県へ）１年 栁沼 菜乃「かげのひみつ」  

 特 選    ４年 宗像珠稀子「尿素で結晶を作ってみよう」    

 特 選    ４年 三浦 柊明「氷がとけにくくなるカバーを作ろう」 

 準特選    ４年 過足 愛菜「月の観察」            

 入 選    橋本侑芽、橋本紗耶香、過足春輝、影山日向子 

 （計２１名） 八木沼莉桜菜、大橋愛菜、橋本真央、鈴木杏彩 

        木村もえ、宗像俐玖、渡邊皓哉、橋本真歩 

        栁沼空花、鈴木貴博、佐藤心結、影山紗菜 

        橋本 隼、村上滉輔、大橋優菜、安部美里、宗像洸樹  

～夏休みの家庭のご協力に心より感謝申し上げます。学校の昇降口付近に展示していますのでぜひご覧ください。～ 

 

感謝の気持ちを歌声で  地区敬老会  ９月１８日（日） 

  中郷地区敬老会がこのほど本校体育館で開催されました。  

あいにくの雨になりましたが、地区内から１５０名を超え 

る方々がおいでになりました。 

  中郷の児童のよさである思いやりや奉仕の心は、地域の 

 みなさんが長い年月をかけて築いてきた大切な贈り物です。 

日頃から家庭や地域で接する中で自然と身につき、良い伝 

統になってることをとてもありがたく思います。 

  当日は、感謝の気持ちを込めて全校児童で愛唱歌を歌っ 

てお祝いしました。ますますのご長寿をお祈りしています。 

     曲名 「すてきな友達」「いただきます」 

 

子どもをたくましく育てるために   その６ 上手に褒める、叱る 

 子どもを育てて行く上でぶつかる壁の一つに褒め方やしかり方があると思います。いろいろと本も出

されているように、うまく褒めたり叱ったりすることはそれだけ難しいことなのだと思います。甘くな

れば子どもはすぐにだれてしまいますし、逆に、厳しすぎれば萎縮してしまいます。褒める、叱るには

どんなポイントがあるのでしょうか。 

① がんばったところを具体的に褒める。 

② 機会を逸することなくタイムリーに褒める。 

褒めることについて異論はないと思います。褒める内容が具体的になればなるほど、「そういうところ

を見ていてくれたのか」という満足感や、新たな意欲につながります。 

 では、叱り方のポイントはどんなところでしょうか。避けたいのは、「うちのお母さんはいつもおこっ

てる」というような状況になることです。感情にまかせて闇雲に怒ってばかりいると、子どもは聞く耳

を持たなくなり、いいことはないようです。学級担任をしていた時、私は次のように決めていました。 

  私が子どもを叱るとき 

① 危険なことをした時 ②他の人に迷惑をかけた時 ③３回注意しても改善しようとしない時 

 これを年度のはじめに子どもたちにしっかり伝えると共に、学級だよりなどで保護者のみなさんにも

お伝えして理解と協力を得ながら進めました。叱る場面をはっきりさせたことで、子どももよいことや

悪いことの基準がはっきりしたようで、叱られた子どもも納得がいくようになりました。また、叱るべ

き場が私自身もはっきりして、かえって一人一人の良さに目が行くようになりました。 

実践してみると、①と②は比較的わかりやすいのですが、③が意外と難しいです。しかし、③をうま

くやることで様々な変化が生まれました。一つは、失敗を恐れずにがんばろうといろいろなことに挑戦

する子どもが増えたことです。更には、同じ失敗を何回も重ねることはいけないのだという意識づけに

つながり、注意されたことをそのままにして何もしないというような子どもが減ってきたことです。 

仕事を通して学んだこのことを自宅の子育てでも生かしてみました。家庭教育でも十分に通じること

だと実感できました。皆様の子育ての一助になれば幸いです。 


